
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】外子宮口にカテーテル先端部を確実に入れて子

宮頸管内に直接精子を注入する。

【解決手段】雌の膣Ａ内に挿入された内視鏡１の先端か

らカテーテル２を突出することで、カテーテル２の先端

側が略くの字形に曲がり、この略くの字形の曲がったカ

テーテル２の先端側を、膣壁と子宮頸膣部との隙間に挿

入すると共に、該内視鏡１で外子宮口Ｂの位置を確認し

ながら誘導することにより、その屈曲部２ａから先のテ

ーパー部２ｃ及び射出口２ｂが、膣Ａの最深部にあって

膣の管腔軸に対して垂直に配置される外子宮口へ向くと

共に、該テーパー部２ｃで射出口２ｂが外子宮口の中に

容易に入り込む。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
雌 の 膣 （ Ａ ） 内 に 挿 入 さ れ る 内 視 鏡 （ １ ） と 、 こ の 内 視 鏡 （ １ ） 内 に 摺 動 自 在 に 挿 通 さ れ
る 可 撓 性 の カ テ ー テ ル （ ２ ） と を 備 え 、 上 記 内 視 鏡 （ １ ） の 先 端 か ら 突 出 し て 膣 壁 （ Ａ １
） と 子 宮 頸 膣 部 （ Ｃ ） と の 隙 間 （ Ａ ２ ） に 挿 入 さ れ る カ テ ー テ ル （ ２ ） の 先 端 側 に は 、 内
視 鏡 （ １ ） の 先 端 か ら 膣 （ Ａ ） 内 へ 突 出 さ れ た 状 態 で 外 子 宮 口 （ Ｂ ） へ 向 け 略 く の 字 形 に
曲 が る 屈 曲 部 （ ２ ａ ） と 、 そ の 先 端 に 開 設 さ れ た 射 出 口 （ ２ ｂ ） と 、 こ の 射 出 口 （ ２ ｂ ）
へ 向 け て 外 径 が 徐 々 に 小 径 と な る テ ー パ ー 部 （ ２ ｃ ） と を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る イ ヌ
科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 カ テ ー テ ル （ ２ ） が 、 テ ー パ ー 部 （ ２ ｃ ） よ り も 基 端 側 に 、 膣 壁 （ Ａ １ ） と 子 宮 頸 膣
部 （ Ｃ ） と の 隙 間 （ Ａ ２ ） で 膨 張 す る バ ル ー ン （ ２ ｄ ） を 備 え た バ ル ー ン カ テ ー テ ル （ ２
′ ） で あ る 請 求 項 １ 記 載 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ テ ー テ ル （ ２ ） が 、 そ の 内 部 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ （ ２ ｆ ） を 出 し 入 れ 自 在 に 備 え た
二 重 構 造 カ テ ー テ ル （ ２ ″ ） で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器
具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 内 視 鏡 （ １ ） の 先 端 か ら 突 出 し た カ テ ー テ ル （ ２ ） の 先 端 側 が 回 転 す る の を 防 止 す る
た め の ガ イ ド （ ３ ） を 備 え た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具
。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 犬 、 狼 、 狐 、 狸 な ど の イ ヌ 科 哺 乳 動 物 の 経 膣 人 工 授 精 に 用 い る イ ヌ 科 動 物 用
経 膣 人 工 授 精 器 具 に 関 す る 。
　 詳 し く は 、 雌 の 膣 内 に 精 子 を 射 出 す る イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 に 用 い る イ ヌ 科 動 物 用
精 液 射 出 カ テ ー テ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の イ ヌ 科 哺 乳 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 と し て 、 犬 特 有 の 生 殖 器 の 特 殊 構 造
上 、 経 膣 に よ る 子 宮 内 注 入 が 困 難 な た め 、 膣 内 に 授 精 さ れ て お り 、 雌 犬 を 逆 立 ち さ せ た 状
態 で 人 工 授 精 す る 方 法 が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 更 に 、 現 在 の 技 術 で も 精 子 を 外 子 宮 口 内 に 直 接 注 入 す る こ と が 不 可 能 と さ れ て い る た め
、 現 在 、 一 般 的 な イ ヌ 科 哺 乳 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 で は 、 マ ッ サ ー ジ 法 や 電 気 刺 激 法 な
ど に よ り 採 取 し た 新 鮮 な 精 液 又 は 冷 蔵 し た 精 液 又 は 凍 結 解 凍 し た 精 子 を 、 各 種 注 射 筒 、 硬
質 カ テ ー テ ル 、 直 筒 状 の 光 学 的 硬 性 鏡 、 光 学 的 子 宮 鏡 な ど の 器 具 を 用 い て 、 発 情 期 の 雌 犬
の 膣 内 に 射 出 し 、 こ の 射 出 さ れ た 精 液 が よ り 多 く 膣 の 深 部 に あ る 子 宮 頸 膣 部 の 更 に 裏 側 の
外 子 宮 口 部 付 近 に 流 れ 込 む よ う 、 雌 犬 の 腰 部 を １ ０ 分 程 度 、 牽 上 し た 状 態 に 保 つ こ と で 受
胎 率 を 高 め て い る 。
　 ま た 、 イ ヌ 科 哺 乳 動 物 以 外 の 特 に ウ マ や ウ シ 及 び ブ タ な ど 草 食 動 物 の 人 工 授 精 方 法 で は
、 内 視 鏡 を 用 い た 視 覚 に よ る 制 御 下 で 、 カ テ ー テ ル を 導 く も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 手 塚 泰 文 ,長 谷 正 義 ,筒 井 敏 彦 、 「 犬 の 臨 床 繁 殖 ９ 　 人 工 授 精 」 、 「 ｉ ｎ
ｆ ｏ Ｖ Ｅ Ｔ Ｓ （ イ ン フ ォ ベ ッ ツ ） １ ９ ９ ８ ． １ ２ 月 号 」 、 ア ニ マ ル ・ メ デ ィ ア 社 、 平 成 １
０ 年 １ ２ 月 １ ５ 日 （ 毎 月 １ 回 １ ５ 日 発 行 ） 、 第 １ 巻 、 第 ９ 号 、 通 巻 ９ 号 、 ｐ ． ８ － １ ３
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ ０ ４ － ５ １ ０ ４ ２ ３ 号 公 報 （ 第 ５ － ７ 頁 、 図 １ 第 １ 図 ）
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 乍 ら 、 こ の よ う な 従 来 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 で は 、 射 出 さ れ た 精 子 が
必 ず し も 外 子 宮 口 に 到 達 す る と い う 確 実 性 に 乏 し い た め 、 一 般 的 に は 人 工 授 精 で の 受 胎 率
は 60％ と も 言 わ れ 、 自 然 交 配 で の 受 胎 率 95％ ま で に は 大 き な 開 き が あ っ た 。
　 ま た 、 ま た 、 こ の 方 法 で は 、 射 出 し た 精 液 に 膣 内 の 病 原 菌 が 混 入 し た ま ま 外 子 宮 口 内 に
流 れ 込 む 可 能 性 が 高 い た め 、 子 宮 内 に 侵 入 し た 病 原 菌 に よ り 重 篤 な 感 染 症 を 引 き 起 こ す 場
合 も 多 い と い う 問 題 も あ っ た 。
　 そ こ で 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る ウ マ や ウ シ 及 び ブ タ な ど の 草 食 動 物 と 同 様 に 、 内 視 鏡
を 用 い て 視 覚 に よ り 、 カ テ ー テ ル を 外 子 宮 口 ま で 導 き 、 精 子 を 直 接 外 子 宮 口 内 に 注 入 す る
こ と が 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ が 、 常 に 敵 に 襲 わ れ る 危 険 性 の あ る ウ マ や ウ シ 及 び ブ タ な ど の 草 食 動 物 と 、 イ ヌ
科 動 物 の よ う に 動 物 を 襲 う 側 の 食 肉 動 物 で は 、 以 下 に 示 す よ う に 夫 々 の 繁 殖 メ カ ニ ズ ム が
異 な る 上 、 こ れ ら 成 体 の 大 き さ が 異 な る た め 、 草 食 動 物 に 用 い る 既 存 の 人 工 授 精 技 術 を イ
ヌ 科 動 物 に 対 し て 活 用 で き な か っ た 。
　 即 ち 、 ウ マ や ウ シ 及 び ブ タ な ど の 草 食 動 物 は 、 ペ ニ ス は あ ら か じ め 勃 起 し た ま ま 膣 内 に
挿 入 し 、 瞬 間 的 に 射 精 し て 交 尾 を 終 え る 場 合 が 多 い た め 、 ウ マ や ウ シ 及 び ブ タ な ど ほ と ん
ど の 家 畜 の 雌 の 生 殖 器 は 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 膣 Ａ の 最 深 部 に 外 子 宮 口 Ｂ が 直 線 状 に 開 口 し
て い る 。
　 こ れ に 対 し て 、 イ ヌ 科 動 物 の よ う な 食 肉 動 物 で は 、 勃 起 を し な い 代 わ り に 硬 骨 の 芯 が 入
っ た ペ ニ ス を 膣 内 に 挿 入 し た 後 、 改 め て 勃 起 を 起 こ し 、 ３ ０ 分 か ら １ 時 間 も の 長 い 間 に 亘
っ て 交 尾 を 続 け る も の が 多 い た め 、 成 体 が 400kgか ら 1,000kgに も 及 ぶ ウ マ や ウ シ な ど 草 食
動 物 に 用 い る 既 存 の 人 工 授 精 技 術 は 、 成 体 が 1.5kgか ら 10kg程 度 の イ ヌ 科 動 物 に 活 用 で き
な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 更 に 、 イ ヌ 科 動 物 の 特 異 的 な 点 は 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 雌 の 膣 Ａ の 深 部 に 露 出 し て い る 子
宮 頸 部 の 膣 側 の 一 部 （ 「 子 宮 頸 膣 部 」 と 呼 ば れ る ） Ｃ が 、 発 情 期 の 間 だ け 膣 腔 内 に 迫 り 出
し 、 球 状 に 膨 瘤 し て 、 あ た か も 最 深 部 に あ る 外 子 宮 口 Ｂ に 蓋 を か け る よ う に 成 長 す る た め
、 精 液 を 外 子 宮 口 Ｂ に 到 達 さ せ る の を 困 難 に し て い る 。
　 こ の 特 異 的 な 組 織 の 存 在 の た め に 、 現 在 、 イ ヌ 科 動 物 の 経 膣 人 工 授 精 方 法 で 使 用 さ れ て
い る 人 工 的 な 器 械 器 具 、 即 ち 各 種 注 射 器 、 カ テ ー テ ル 、 光 学 的 な 硬 性 鏡 、 光 学 的 な 子 宮 鏡
な ど の 全 て が 従 来 の 方 法 で は 、 草 食 動 物 の よ う に 外 子 宮 口 Ｂ の 内 部 に 直 接 、 精 液 を 注 入 す
る こ と に 全 く 役 立 っ て は お ら ず 、 外 子 宮 口 Ｂ の 中 に 確 実 に 精 液 を 注 入 す る こ と は 不 可 能 と
さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 子 宮 頸 管 Ｄ に 通 ず る 外 子 宮 口 Ｂ は 、 こ の 膨 瘤 し た 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 膣 Ａ の 最 深 部
に 囲 ま れ た 「 膣 円 蓋 Ｅ 」 と 呼 ば れ る 狭 い 小 部 屋 の 中 に 孤 立 し た 状 態 で 存 在 し て お り 、 自 然
交 尾 で は 、 図 １ ０ に 示 す 如 く 、 こ れ ら 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 腹 側 の 膣 壁 Ａ １ の 隙 間 （ １ mm程 度 ）
Ａ ２ か ら ペ ニ ス Ｆ に よ っ て 膣 円 蓋 Ｅ に 向 け て 勢 い 良 く 激 し い ス ピ ー ド で 精 液 が 注 入 さ れ る
た め に 、 精 子 は 必 然 的 に 外 子 宮 口 Ｂ を 通 じ て 子 宮 頸 管 Ｄ 内 に 進 入 す る こ と に な り 、 球 状 の
子 宮 頸 膣 部 Ｃ は 受 精 の た め に は 、 な ん ら 障 害 に な ら ぬ ば か り か 、 逆 に 、 そ の 奥 に 精 液 溜 り
を 作 る た め の 重 要 な 役 目 を 担 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ の 生 理 的 な 働 き を 整 理 す る と 、 次 の よ う に な る 。
　 １ ） 突 発 的 に 膣 Ａ 内 に 進 入 し て く る ペ ニ ス Ｆ の パ ワ ー を 和 ら げ る 緩 衝 物 と な っ て い る 。
　 ２ ） ペ ニ ス Ｆ の 挿 入 と 共 に 膣 Ａ の 開 口 部 か ら 集 め ら れ て く る 病 原 菌 に よ り 外 子 宮 口 Ｂ が
汚 染 さ れ る こ と を 防 い で い る 。
　 ３ ） 交 尾 が 持 続 し て い る 間 は 、 膣 円 蓋 Ｅ に 射 精 さ れ た 精 液 が 、 外 部 で あ る 膣 Ａ の 開 口 部
側 に 漏 れ 出 す の を 、 こ の 子 宮 頸 膣 部 Ｃ が 防 い で い る 。
　 ４ ） ペ ニ ス Ｆ の 怒 張 に よ り 、 こ の 膨 瘤 組 織 が 外 子 宮 口 Ｂ の あ る 膣 円 蓋 Ｅ を 律 動 的 に 圧 迫
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し 、 二 次 的 に 精 子 を 外 子 宮 口 Ｂ 内 に 送 り 込 む 手 助 け を し て い る 。
　 こ の よ う な イ ヌ 科 動 物 の 自 然 交 配 に お け る 各 生 殖 器 官 の 生 理 的 な 働 き が 、 従 来 の イ ヌ 科
動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 で は 、 技 術 的 に 克 服 で き ず 、 外 子 宮 口 の 中 に 精 液 を 確 実 に 注 入 し
て 自 然 交 尾 に 近 い 受 胎 率 を 得 る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 考 案 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 外 子 宮 口 に カ テ ー テ ル 先 端 部 を 確 実 に 入 れ て 子 宮
頸 管 内 に 直 接 精 子 を 注 入 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 考 案 の 目 的 に 加 え て 、 一 本 の カ テ ー テ ル で 通
路 拡 張 と 精 子 の 注 入 を 行 う こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 外 子 宮 口 が 小
さ い イ ヌ 科 動 物 で も 子 宮 頸 管 内 に 直 接 精 子 を 注 入 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 カ テ ー テ
ル 先 端 側 の 操 作 性 を 高 め る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 雌 の 膣 内 に 挿 入
さ れ る 内 視 鏡 と 、 こ の 内 視 鏡 内 に 摺 動 自 在 に 挿 通 さ れ る 可 撓 性 の カ テ ー テ ル と を 備 え 、 上
記 内 視 鏡 の 先 端 か ら 突 出 し て 膣 壁 と 子 宮 頸 膣 部 と の 隙 間 に 挿 入 さ れ る カ テ ー テ ル の 先 端 側
に は 、 外 子 宮 口 へ 向 け 略 く の 字 形 に 曲 が っ た 変 形 可 能 な 屈 曲 部 と 、 そ の 先 端 に 開 設 さ れ た
射 出 口 と 、 こ れ ら 屈 曲 部 か ら 射 出 口 へ 向 け て 徐 々 に 小 径 と な る テ ー パ ー 部 と を 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 の 構 成 に 、 前 記 カ テ ー テ ル が 、 テ ー パ ー 部
よ り も 基 端 側 に 、 膣 壁 と 子 宮 頸 膣 部 と の 隙 間 で 膨 張 す る バ ル ー ン を 備 え た バ ル ー ン カ テ ー
テ ル で あ る 構 成 を 加 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 カ テ ー テ ル が 、 そ
の 内 部 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ を 出 し 入 れ 自 在 に 備 え た 二 重 構 造 カ テ ー テ ル で あ る 構 成 を 加 え
た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 内 視 鏡 の 先 端
か ら 突 出 し た カ テ ー テ ル の 先 端 側 が 回 転 防 止 す る た め の ガ イ ド を 備 え た 構 成 を 加 え た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 考 案 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 考 案 は 、 雌 の 膣 内 に 挿 入 さ れ た 内 視 鏡 の 先 端 か ら カ テ ー テ
ル を 突 出 す る こ と で 、 カ テ ー テ ル の 先 端 側 が 略 く の 字 形 に 曲 が り 、 こ の 略 く の 字 形 の 曲 が
っ た カ テ ー テ ル の 先 端 側 を 、 膣 壁 と 子 宮 頸 膣 部 と の 隙 間 に 挿 入 す る と 共 に 、 該 内 視 鏡 で 外
子 宮 口 の 位 置 を 確 認 し な が ら 誘 導 す る こ と に よ り 、 そ の 屈 曲 部 か ら 先 の テ ー パ ー 部 及 び 射
出 口 が 、 膣 の 最 深 部 に あ っ て 膣 の 管 腔 軸 に 対 し て 垂 直 に 配 置 さ れ る 外 子 宮 口 へ 向 く と 共 に
、 該 テ ー パ ー 部 で 射 出 口 が 外 子 宮 口 の 中 に 容 易 に 入 り 込 む 。
　 従 っ て 、 外 子 宮 口 に カ テ ー テ ル 先 端 部 を 確 実 に 入 れ て 子 宮 頸 管 内 に 直 接 精 子 を 注 入 す る
こ と が で き る 。
　 そ の 結 果 、 外 子 宮 口 の 中 に 精 液 を 確 実 に 注 入 で き な か っ た 従 来 の も の に 比 べ 、 受 胎 率 を
自 然 交 尾 と 同 程 度 ま で 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
　 従 っ て 、 人 と 犬 な ど の ペ ッ ト の 関 係 は 、 盲 導 犬 や 聴 導 犬 、 救 助 犬 や 麻 薬 犬 、 老 人 福 祉 に
対 す る ア ニ マ ル ア シ ス テ ッ ド テ ラ ピ ィ （ 動 物 介 在 治 療 ） や 子 供 の 情 操 教 育 な ど 社 会 的 な ニ
ー ズ も 益 々 高 ま っ て お り 、 更 に 成 体 重 が １ キ ロ グ ラ ム 以 下 の 超 小 型 犬 や 体 重 が １ ０ ０ キ ロ
グ ラ ム を 超 え る 超 大 型 犬 の 作 出 な ど 社 会 の 要 求 は 止 ま る こ と は な い が 、 生 体 の 繁 殖 能 に 致
命 的 な 問 題 が な く 、 受 胎 可 能 な 期 間 内 で あ れ ば 、 ほ ぼ 確 実 に 受 胎 に 導 く こ と が で き る 本 考
案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 を 用 い れ ば 、 そ れ ら の 目 的 が 容 易 に 達 せ ら れ る 。
　 ま た 、 畜 産 物 の 生 産 分 野 と し て も 、 例 え ば 毛 皮 産 業 に お け る 狐 の 養 殖 事 業 の 衰 退 は 確 実
な 人 工 授 精 方 法 の 確 立 が な か っ た か ら だ と も 云 わ れ 、 野 生 希 少 動 物 の 種 の 保 存 な ど 社 会 の
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ニ ー ズ に 合 わ せ た 計 画 的 な 繁 殖 、 生 産 コ ン ト ロ ー ル は 、 今 後 ま す ま す 重 要 に な っ て お り 、
本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 を 用 い れ ば 、 そ れ ら の 目 的 が 容 易 に 達 せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ の 考 案 の 効 果 に 加 え て 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル の テ ー パ ー 部
及 び バ ル ー ン を 、 膣 壁 と 子 宮 頸 膣 部 と の 隙 間 に 挿 入 し て か ら 膨 張 さ せ る こ と に よ り 、 子 宮
頸 膣 部 が 変 形 し て 膣 壁 と の 隙 間 が 拡 開 さ れ 、 そ れ 以 降 の 挿 入 が ス ム ー ズ に な る と 共 に 、 テ
ー パ ー 部 及 び 射 出 口 が 外 子 宮 口 へ 向 け て 誘 導 可 能 と な る 。
　 従 っ て 、 一 本 の カ テ ー テ ル で 通 路 拡 張 と 精 子 の 注 入 を 行 う こ と が で き る 。
　 そ の 結 果 、 経 膣 人 工 授 精 の 手 術 時 間 を 短 縮 化 で き る と 共 に 、 カ テ ー テ ル の 交 換 時 に 発 生
す る 問 題 を 防 止 で き て 安 全 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 二 重 構 造 カ テ ー テ ル の イ
ン ナ ー チ ュ ー ブ を 突 出 さ せ て 誘 導 す る こ と に よ り 、 微 調 整 が 可 能 と な っ て 、 小 さ い 外 子 宮
口 内 に 挿 入 可 能 と な る 。
　 従 っ て 、 超 小 型 犬 の よ う な イ ヌ 科 動 物 で も 子 宮 頸 管 内 に 直 接 精 子 を 注 入 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 内 視 鏡 の 先 端 か ら 突
出 し た カ テ ー テ ル の 先 端 側 が 回 転 防 止 す る た め の ガ イ ド を 備 え る こ と に よ り 、 ガ イ ド で カ
テ ー テ ル の 先 端 側 を 一 方 向 へ 保 持 し た ま ま 外 子 宮 口 内 へ 挿 入 可 能 と な る 。
　 従 っ て 、 カ テ ー テ ル 先 端 側 の 操 作 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 Ｘ は 、 図 １ ～ 図 ７ に 示 す 如 く 、 人 工 授 精 す る イ
ヌ 科 動 物 の 膣 Ａ 内 に 挿 入 さ れ る 可 撓 性 の 内 視 鏡 １ と 、 こ の 内 視 鏡 １ の 内 部 に 挿 通 さ れ る 可
撓 性 の カ テ ー テ ル ２ と か ら な り 、 膣 Ａ 内 で 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら カ テ ー テ ル ２ を 突 出 さ せ て
、 膣 壁 Ａ １ と 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と の 隙 間 Ａ ２ に 挿 入 し 、 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け 案 内 し て 子 宮 頸 管 Ｄ
内 に 精 子 を 注 入 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 内 視 鏡 １ は 、 図 １ 、 図 ３ 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す 如 く 、 送 気 装 置 （ 図 示 せ ず ） が 接 続
さ れ る 送 気 用 通 路 （ ノ ズ ル ） １ ａ と 、 後 述 す る カ テ ー テ ル ２ の 挿 入 が 可 能 な チ ャ ン ネ ル （
鉗 子 口 ） １ ｂ を 備 え る と 共 に 、 そ れ 以 外 に は 、 対 物 レ ン ズ １ ｃ や ラ イ ト ガ イ ド １ ｄ を 備 え
た 例 え ば 上 部 消 化 管 に 使 用 す る 内 視 鏡 と 同 様 に 、 そ の 先 端 側 が 上 下 左 右 方 向 へ 屈 曲 可 能 に
作 動 制 御 さ れ る 構 造 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ し て 、 こ の 内 視 鏡 １ の 先 端 側 を 膣 Ａ 内 に 押 し 込 み な が ら 上 下 左 右 方 向 へ コ ン ト ロ ー ル
す る こ と に よ り 、 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け 前 進 し て 子 宮 頸 膣 部 Ｃ 近 く ま で 誘 導 し て い る 。
　 従 っ て 、 内 視 鏡 １ の 少 な く と も 先 端 側 の 直 径 は 、 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 の 膣 Ａ か ら 見
て ６ mm以 下 が 好 ま し く 、 特 に 小 型 の イ ヌ 科 動 物 に 対 し て は ５ mm以 下 の 内 視 鏡 １ が 更 に 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 可 撓 性 カ テ ー テ ル ２ は 、 例 え ば テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） 、 ポ リ エ チ レ ン な ど の 折 れ 難
く し か も 適 度 に 柔 ら か い 合 成 樹 脂 な ど で 管 状 に 成 形 さ れ 、 上 記 内 視 鏡 １ の チ ャ ン ネ ル １ ｂ
内 に 摺 動 自 在 に 挿 通 し て 、 少 な く と も そ の 先 端 部 （ 後 述 す る 射 出 口 ２ ｂ ） が 外 子 宮 口 Ｂ 内
に 挿 入 さ れ た 時 点 で 、 基 端 に 接 続 さ れ た 貯 留 部 （ 図 示 せ ず ） か ら 精 液 を 子 宮 頸 管 Ｄ 内 に 注
入 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
　 こ の カ テ ー テ ル ２ の 直 径 は 、 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 の 大 小 や 上 記 内 視 鏡 １ の 太 さ に も
よ っ て 異 な る も の 、 例 え ば 1.2mm、 1.5mm、 1.7mm、 2.0mmな ど を 多 種 類 用 意 す る こ と が 好 ま
し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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　 更 に 、 こ の カ テ ー テ ル ２ の 先 端 側 に は 、 前 記 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 膣 Ａ 内 へ 突 出 さ れ た 状
態 で 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け て 略 く の 字 形 に 曲 が る 変 形 可 能 な 屈 曲 部 ２ ａ と 、 そ の 先 端 に 開 設 さ
れ た 射 出 口 ２ ｂ と 、 こ の 射 出 口 ２ ｂ へ 向 け て 外 径 が 徐 々 に 小 径 と な る テ ー パ ー 部 ２ ｃ と が
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 屈 曲 部 ２ ａ は 、 本 実 施 形 態 の 好 ま し い 一 例 に よ れ ば 、 弾 性 変 形 可 能 な 材 料 で 形 成 す
る こ と に よ り 、 上 記 内 視 鏡 １ の チ ャ ン ネ ル １ ｂ 内 で は 直 線 状 に 弾 性 変 形 し て 引 っ 掛 か る こ
と な く 摺 動 可 能 で あ る が 、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 突 出 し て 負 荷 が 無 く な っ た 状 態 で は 、 弾 性
的 に 元 の 形 状 に 戻 っ て 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け 、 先 端 側 全 体 が 略 く の 字 形 に 曲 が る よ う に す る 。
　 ま た 、 他 の 好 ま し い 態 様 と し て 、 少 な く と も 屈 曲 部 ２ ａ を 形 状 記 憶 材 料 な ど で 形 成 し て
、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 膣 Ａ 内 へ 突 出 し て 温 度 変 化 す る こ と に よ り 、 先 端 側 全 体 が 略 く の 字
形 に 曲 が る よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 示 例 の 場 合 に は 、 上 記 屈 曲 部 ２ ａ と し て １ 箇 所 の み を カ テ ー テ ル ２ の 軸 線 に 対 し 約 45
° に 湾 曲 し た 構 造 に な っ て い る が 、 他 の 例 と し て 図 示 せ ぬ が 、 更 に 先 端 部 分 を 鉤 状 に 折 り
曲 げ る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 上 記 テ ー パ ー 部 ２ ｃ と し て 、 射 出 口 ２ ｂ 近 く の 外 周 部 分 の み を 該 射 出 口 ２ ｂ へ 向
け て 外 径 が 徐 々 に 小 径 と な る テ ー パ ー 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 外 子 宮 口 Ｂ の 中 へ 挿 入 し
易 く な る よ う に し て い る 。
　 ま た 、 他 の 例 と し て 図 示 せ ぬ が 、 上 記 屈 曲 部 ２ ａ 近 く か ら 射 出 口 ２ ｂ に 至 る 部 分 全 体 を
、 該 射 出 口 ２ ｂ へ 向 け 外 径 が 徐 々 に 小 径 と な る テ ー パ ー 状 に 形 成 す る な ど し て 、 内 径 に 相
当 す る 先 端 流 路 を 徐 々 に 絞 る こ と こ と に よ り 、 射 出 口 ２ ｂ か ら 精 液 を 勢 い 良 く 射 出 で き る
よ う に す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の よ う な カ テ ー テ ル ２ に は 、 図 １ に 示 す 一 重 構 造 の 管 状 体 か ら な る カ テ ー テ
ル と 、 図 ３ に 示 す そ れ に 後 述 す る 通 路 拡 張 用 バ ル ー ン ２ ｄ を 一 体 的 に 備 え た バ ル ー ン カ テ
ー テ ル ２ ′ と 、 図 ６ に 示 す こ れ ら 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル 又 は バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ の 内
部 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ を 出 し 入 れ 自 在 に 備 え た 二 重 構 造 カ テ ー テ ル ２ ″ と が あ り 、 こ
れ ら の 中 か ら 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 の 状 況 に 合 っ た も の を 選 び 出 し て 使 用 す る 。
　 以 下 、 本 考 案 の 各 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 実 施 例 １ は 、 図 １ ～ 図 ２ に 示 す 如 く 、 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 が そ の 膣 Ａ 内 に 、 本
考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 Ｘ の 内 視 鏡 １ を 挿 入 し た 状 態 で 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 膣
壁 Ａ １ と の 隙 間 Ａ ２ が 内 視 鏡 １ の 先 端 径 と 略 同 じ 程 度 ま で 開 い て い る 場 合 を 示 す も の で あ
り 、 こ の 場 合 に は 、 カ テ ー テ ル ２ と し て 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 カ テ ー テ ル ２ と し て 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル を 使 用 し た 場 合 の 経 膣 人 工 授 精 方 法 に
つ い て 、 そ の 工 程 順 に 従 っ て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 イ ヌ 科 動 物 の 陰 門 か ら 膣 Ａ 内 に 内 視 鏡 １ を 挿 入 し 、 こ の 挿 入 状 態 で 、 こ の 内 視 鏡
１ の 送 気 用 通 路 １ ａ に 接 続 さ れ る 送 気 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 作 動 し 、 該 送 気 用 通 路 １ ａ を 通
し て 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 膣 Ａ 内 に 空 気 な ど の 気 体 を 送 風 す る こ と が 好 ま し い 。
　 そ れ に よ り 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 こ の 気 体 が 自 然 交 尾 に お け る ペ ニ ス の 役 目 を 肩 代
わ り し て 膣 Ａ の 内 腔 が 常 に 拡 開 さ れ 、 そ れ 以 降 の 全 て の 作 業 が 内 視 鏡 １ に よ る 視 界 下 で 行
わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 状 態 で 、 図 ２ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 こ の 押 し 広 げ ら れ た 膣 Ａ の 内 部 に 内 視 鏡 １ を 押 し
込 み 、 そ の 先 端 を 子 宮 頸 膣 部 Ｃ 及 び 外 子 宮 口 Ｂ に 接 近 さ せ 、 こ の 内 視 鏡 １ の 先 端 部 を そ の
ま ま 直 接 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 腹 側 の 膣 壁 Ａ １ と の 隙 間 Ａ ２ に 挿 入 で き れ ば 、 こ の 子 宮 頸 膣 部
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Ｃ を 越 え て 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 突 出 す る 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル ２ の 屈 曲 部 ２ ａ を 、 膣 Ａ の
最 深 部 に あ る 外 子 宮 口 Ｂ 近 く ま で 導 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 隙 間 Ａ ２ か ら 膣 Ａ の 最 深 部 に あ る 外 子 宮 口 Ｂ は 、 直 線 で は な く 膣 Ａ の 管 腔 軸 に 対 し
て 垂 直 に 配 置 さ れ る た め 、 略 く の 字 形 に 曲 が っ た カ テ ー テ ル ２ の 屈 曲 部 ２ ａ を 利 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の カ テ ー テ ル ２ の 屈 曲 部 ２ ａ を 内 視 鏡 １ で 外 子 宮 口 Ｂ の 位 置 確 認 し な が ら 誘 導 す れ ば
、 そ の 先 端 側 に 配 置 さ れ た テ ー パ ー 部 ２ ｃ が 外 子 宮 口 Ｂ の 中 へ 容 易 に 入 り 込 む 。
　 こ の テ ー パ ー 部 ２ ｃ が 外 子 宮 口 Ｂ の 中 へ 入 っ た 後 も カ テ ー テ ル ２ を 押 し 続 け れ ば 、 図 ２
（ ｃ ） に 示 す 如 く 、 子 宮 頸 管 Ｄ の 形 状 に 沿 っ て 屈 曲 部 ２ ａ が 弾 性 変 形 し て 所 定 深 さ の 精 子
射 出 位 置 ま で 到 達 し 、 こ こ で 精 子 が 外 子 宮 口 Ｂ の 中 に 直 接 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 精 子 注 入 後 は 、 上 記 屈 曲 部 ２ ａ が カ テ ー テ ル ２ ご と 外 子 宮 口 Ｂ か ら 引 き 抜 か れ 、 そ
の 後 は 、 内 視 鏡 １ の 先 端 を 膣 Ａ の 深 部 付 近 に 置 い た ま ま 、 送 気 用 通 路 １ ａ に 接 続 さ れ る 送
気 装 置 （ 図 示 せ ず ） を 作 動 さ せ 、 約 ２ 分 間 程 度 、 膣 Ａ 内 に 空 気 な ど の 気 体 を 送 風 す る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ れ に よ り 、 膣 Ａ 内 が 陽 圧 に な っ て 、 注 入 し た 精 液 が 気 体 の 圧 力 で よ り 多 く 子 宮 側 に 押
圧 さ れ 、 精 液 が 膣 Ａ 内 へ 逆 流 す る を 防 止 し な が ら 精 子 を 外 子 宮 口 Ｂ 内 へ 二 次 的 に 送 り 込 む
こ と が で き 、 受 精 の 機 会 が 高 ま る こ と が 期 待 さ れ る 。
　 そ の 場 合 、 予 め 陰 門 を 指 な ど で 閉 じ な が ら 、 閉 じ た 指 を 自 在 に 開 閉 し て 気 体 が 膣 Ａ 外 に
漏 れ 出 さ な い よ う に 空 気 圧 を 調 節 す れ ば 、 あ た か も 自 然 交 尾 の ペ ニ ス の 怒 張 や 拍 動 と 同 じ
効 果 が こ の 送 風 に よ る 陽 圧 で 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 方 、 イ ヌ 科 動 物 の 自 然 交 尾 に お い て 、 い っ た ん 膣 円 蓋 Ｅ の 中 に 射 精 さ れ た 精 液 は 、 約
30分 も 続 く ペ ニ ス の 怒 張 や 海 綿 体 組 織 の 動 脈 の 脈 動 の 力 で 、 外 子 宮 口 Ｂ か ら 子 宮 頸 管 Ｄ の
中 に 送 り 込 ま れ る が 、 そ れ と 同 じ 働 き を 送 風 装 置 の 作 動 で 行 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 更 に 、 イ ヌ 科 動 物 の 自 然 交 尾 で は 、 30分 に も 及 ぶ 交 尾 時 間 の 間 、 膣 Ａ 内 に は 怒 張 し た ペ
ニ ス が 居 座 っ て い る た め 、 射 精 さ れ た 精 液 は 膣 円 蓋 Ｅ の 外 に 漏 れ 出 る こ と は な い 。
　 ま た 、 雑 菌 の 多 い 膣 口 と の 間 は 、 怒 張 し た ペ ニ ス に よ っ て 完 全 に 遮 断 さ れ る か ら 、 感 染
も 防 が れ て い る 。
　 し か し 、 人 工 授 精 で は お の ず か ら ペ ニ ス の よ う な 精 液 の 漏 れ 出 し を 防 ぐ も の は 存 在 せ ず
、 余 剰 の 精 液 は 、 た ち ま ち 膣 円 蓋 Ｅ の 外 に 漏 れ 出 し て し ま い 、 そ れ が 再 び 外 子 宮 口 Ｂ へ 向
け 逆 流 す る こ と に よ っ て 細 菌 や ウ イ ル ス 感 染 の 原 因 に も な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ こ で 、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 注 射 針 が 付 い た カ テ ー テ ル （ 図 示 せ ず ） を 挿 入 し 、 そ の 注
射 針 を 子 宮 頸 膣 部 Ｃ や そ の 周 辺 組 織 の 粘 膜 下 に 刺 し て か ら 、 生 理 食 塩 水 な ど の 液 体 や 気 体
な ど の 膨 張 用 流 体 を 注 入 す れ ば 、 膨 瘤 し た 子 宮 頸 膣 部 Ｃ が 更 に 膣 管 腔 内 一 杯 に 膨 ら ん で 、
こ の 膨 ら ん だ 組 織 に よ り 膣 円 蓋 Ｅ （ 膣 管 腔 ） が 一 時 的 に 閉 鎖 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 閉 鎖 は 、 約 ６ 時 間 程 度 持 続 し て 正 常 に 戻 り 、 こ の 作 業 に よ り 余 剰 の 精 液 が 膣 円 蓋 Ｅ
の 外 に 漏 れ 出 る の が 防 止 さ れ 、 精 子 の 子 宮 頸 管 Ｄ 内 へ の 進 入 を 助 け て 受 胎 率 の 向 上 に つ な
が る と 共 に 、 感 染 の 防 止 に も な り 、 し か も 生 理 的 に も ま っ た く 問 題 が な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ れ に よ り 、 イ ヌ 科 動 物 の 自 然 交 配 に お け る 各 生 殖 器 官 の 生 理 的 な 働 き を 利 用 し た 受 胎
率 の 高 い イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 を 提 供 で き る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 実 施 例 ２ は 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す 如 く 、 人 工 授 精 す る 発 情 期 に 入 っ た イ ヌ 科 動 物 が そ
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の 膣 Ａ 内 に 、 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 Ｘ の 内 視 鏡 １ を 挿 入 し た 状 態 で 、 そ
の 送 気 用 通 路 １ ａ を 通 し て 空 気 な ど の 気 体 を 膣 Ａ に 送 風 し て も 外 子 宮 口 Ｂ の 位 置 が 目 視 で
全 く 確 認 で き な い 状 況 に あ る 場 合 を 示 す も の で あ り 、 こ の 場 合 に は 、 カ テ ー テ ル ２ と し て
バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ を 使 用 す る 構 成 が 、 前 記 図 １ ～ 図 ２ に 示 し た 実 施 例 １ と は 異 な り
、 そ れ 以 外 の 構 成 は 実 施 例 １ と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ は 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 上 述 し た 一 重 構 造 の カ
テ ー テ ル ２ に 加 え て 、 そ の 先 端 側 に バ ル ー ン （ 風 船 ） ２ ｄ を 設 け 、 バ ル ー ン ２ ｄ が 膨 ら ん
で 所 望 箇 所 を 拡 張 さ せ 、 こ れ と 逆 に 空 気 を 吸 引 す れ ば バ ル ー ン ２ ｄ が 収 縮 し て 元 の 形 状 に
戻 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の バ ル ー ン ２ ｄ の 大 き さ は 、 そ の 最 大 膨 張 時 の 直 径 を 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ の 膣 側 に 膨 大 し
て い る 部 分 の 直 径 と 同 じ 大 き さ に 設 定 し 、 イ ヌ 科 動 物 の 成 体 の 多 様 な 大 き さ に 合 わ せ て 、
例 え ば 大 型 犬 の 場 合 に は 20mm、 中 型 犬 の 場 合 に は 15mm、 小 型 犬 の 場 合 に は 10mm以 下 な ど を
多 種 類 用 意 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 示 例 で は 、 前 記 屈 曲 部 ２ ａ よ り 基 端 側 に バ ル ー ン ２ ｄ と エ ア ー 供 給 口 ２ ｅ を 配
置 し た 構 造 に な っ て い る が 、 少 な く と も ガ イ ド よ り も 基 端 側 で あ れ ば 、 図 示 例 以 外 の 形 状
で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 、 こ の バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ を 使 用 し た 場 合 の 経 膣 人 工 授 精 方 法 に つ い て 説 明 す
る 。
　 上 述 し た 実 施 例 １ と 同 様 に 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 突 出 し た バ ル
ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ の 先 端 側 を 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 膣 壁 Ａ １ と の 隙 間 Ａ ２ に 挿 入 す る が 、 発 情
期 に お け る 隙 間 Ａ ２ は 、 学 術 的 に も 「 偽 頸 管 」 と 呼 ば れ 、 こ の 偽 頚 管 Ａ ２ は １ mm程 度 で 狭
い た め に 現 在 ま で の 技 術 で は 、 精 液 を 射 出 す る 場 所 は 全 て 、 こ の 子 宮 頸 膣 部 Ｃ の 手 前 、 即
ち 偽 頚 管 Ａ ２ よ り も 膣 Ａ の 入 口 側 に し か 精 液 を 射 出 す る こ と し か で き な い も の が 多 か っ た
。
　 従 っ て 、 こ の 偽 頚 管 と 呼 ば れ る 狭 い 隙 間 Ａ ２ に 、 内 視 鏡 １ の 先 端 を 直 接 挿 入 す る の は 非
常 に 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ こ で 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ の 先 端 側 を 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 膣 壁 Ａ １ と の 隙 間 Ａ ２ に 挿
入 し て か ら 、 図 ４ （ ｂ ） に 示 す 如 く 、 バ ル ー ン ２ ｄ を 膨 ら ま せ て 、 こ の 子 宮 頸 膣 部 Ｃ が 凹
む よ う に 変 形 さ せ る 。
　 そ れ に よ り 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ と 膣 壁 Ａ １ と の 隙 間 Ａ ２ が 拡 開 し て 、 こ の 隙 間 Ａ ２ に 対 す る
内 視 鏡 １ の 先 端 挿 入 が ス ム ー ズ に な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ の 後 は 、 バ ル ー ン ２ ｄ を 収 縮 す れ ば 、 膣 Ａ の 最 深 部 に あ る 外 子 宮 口 Ｂ が 内 視 鏡 １ で 見
え る た め 、 そ の ま ま 略 く の 字 形 に 曲 が っ た 屈 曲 部 ２ ａ を 利 用 し て 、 内 視 鏡 １ に よ り 外 子 宮
口 Ｂ の 位 置 確 認 し な が ら 誘 導 す れ ば 、 そ の 先 端 側 に 配 置 さ れ た テ ー パ ー 部 ２ ｃ が 外 子 宮 口
Ｂ の 中 へ 容 易 に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の テ ー パ ー 部 ２ ｃ が 外 子 宮 口 Ｂ の 中 へ 入 っ た 後 も バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ を 押 し 続 け
れ ば 、 図 ４ （ ｃ ） に 示 す 如 く 、 子 宮 頸 管 Ｄ の 形 状 に 沿 っ て 屈 曲 部 ２ ａ が 弾 性 変 形 し て 所 定
深 さ の 精 子 射 出 位 置 ま で 到 達 し 、 こ こ で 精 子 が 外 子 宮 口 Ｂ の 中 に 直 接 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 そ れ 以 降 は 、 上 述 し た 実 施 例 １ と 同 様 に 、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 注 射 針 付 き カ テ ー テ ル を
突 出 さ せ 、 そ の 注 射 針 を 子 宮 頸 膣 部 Ｃ や そ の 周 辺 組 織 の 粘 膜 下 に 刺 し て 、 生 理 食 塩 水 な ど
の 液 体 や 気 体 な ど の 膨 張 用 流 体 を 注 入 す れ ば 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ を 更 に 膨 ら ま せ て 膣 円 蓋 Ｅ を
一 時 的 に 閉 鎖 す れ ば 、 イ ヌ 科 動 物 の 自 然 交 配 に お け る 各 生 殖 器 官 の 生 理 的 な 働 き を 利 用 し
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た 受 胎 率 の 高 い イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 方 法 を 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 図 ３ ～ 図 ４ に 示 す 実 施 例 ２ は 、 一 本 の バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ で 通 路 拡 張 と 精
子 の 注 入 を 行 う こ と が で き 、 そ れ に よ り 、 図 ５ （ ａ ） に 示 す 如 く 、 子 宮 頸 膣 部 Ｃ に 邪 魔 さ
れ る こ と な く 精 子 を 外 子 宮 口 Ｂ の 中 に 直 接 注 入 で き 、 現 在 一 般 的 に 行 わ れ て い る （ ｂ ） に
示 す よ う な 各 種 注 射 器 Ｇ を 使 用 し た 経 膣 人 工 授 精 方 法 や 、 （ ｃ ） に 示 す よ う な 直 筒 状 の 硬
質 カ テ ー テ ル Ｈ を 使 用 し た 経 膣 人 工 授 精 方 法 な ど に 比 べ て 、 受 胎 率 を 自 然 交 尾 と 同 程 度 ま
で 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 実 施 例 ３ は 、 図 ６ に 示 す 如 く 、 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 の 外 子 宮 口 Ｂ が 小 さ い 場 合
や 外 子 宮 口 Ｂ の 位 置 へ 向 け て 射 出 口 ２ ｂ を う ま く 誘 導 で き な い 場 合 を 示 す も の で あ り 、 こ
の 場 合 に は 、 カ テ ー テ ル ２ と し て 上 述 し た 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル ２ 又 は バ ル ー ン カ テ ー テ
ル ２ ′ の 内 部 に イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ を 出 し 入 れ 自 在 に 備 え た 二 重 構 造 カ テ ー テ ル ２ ″ を
使 用 す る 構 成 が 、 前 記 図 １ ～ 図 ２ に 示 し た 実 施 例 １ や 前 記 図 ３ ～ 図 ５ に 示 し た 実 施 例 ２ と
は 異 な り 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 実 施 例 １ や 実 施 例 ２ と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ は 、 上 述 し た 可 撓 性 カ テ ー テ ル ２ と 同 様 に 例 え ば テ フ ロ ン （
登 録 商 標 ） 、 ポ リ エ チ レ ン な ど の 折 れ 難 く し か も 適 度 に 柔 ら か い 合 成 樹 脂 な ど で 管 状 に 成
形 さ れ 、 そ の 先 端 に は 精 液 吐 出 口 ２ ｇ を 開 口 し 、 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル ２ 又 は バ ル ー ン カ
テ ー テ ル ２ ′ の 内 部 に 摺 動 自 在 に 挿 通 し て 、 該 射 出 口 ２ か ら 突 出 し た 精 液 吐 出 口 ２ ｇ が 外
子 宮 口 Ｂ 内 に 挿 入 さ れ た 時 点 で 、 基 端 に 接 続 さ れ た 貯 留 部 （ 図 示 せ ず ） か ら 精 液 を 子 宮 頸
管 Ｄ 内 に 注 入 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 更 に 、 こ の イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ の 先 端 側 に は 、 前 記 射 出 口 ２ ｂ か ら 膣 Ａ 内 へ 突 出 さ れ
た 状 態 で 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け て 略 く の 字 形 に 曲 が る 変 形 可 能 に 屈 曲 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
　 そ の た め に は 弾 性 変 形 可 能 な 材 料 や 形 状 記 憶 材 料 な ど で 形 成 し て 、 前 記 屈 曲 部 ２ ａ で は
そ れ に 沿 っ て 引 っ 掛 か る こ と な く 摺 動 可 能 で あ る が 、 射 出 口 ２ ｂ か ら 突 出 し て 負 荷 が 無 く
な っ た 状 態 で は 、 弾 性 的 に 元 の 形 状 に 戻 っ て 外 子 宮 口 Ｂ へ 向 け 、 先 端 側 全 体 が 略 く の 字 形
に 曲 が る よ う に す る か 、 又 は 温 度 変 化 す る こ と で 、 先 端 側 全 体 が 略 く の 字 形 に 曲 が る よ う
に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 従 っ て 、 図 ６ に 示 す 実 施 例 ３ は 、 人 工 授 精 す る イ ヌ 科 動 物 の 外 子 宮 口 Ｂ が 小 さ い 場 合 や
外 子 宮 口 Ｂ の 位 置 へ 向 け て 射 出 口 ２ ｂ を う ま く 誘 導 で き な い 場 合 で も 、 射 出 口 ２ ｂ か ら 細
い イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ を 突 出 さ せ て 誘 導 す れ ば 、 微 調 整 が 可 能 と な っ て 、 小 さ い 外 子 宮
口 Ｂ 内 に 精 液 吐 出 口 ２ ｇ を 確 実 に 挿 入 で き る 。
　 そ の 結 果 、 特 に 小 型 の イ ヌ 科 動 物 に 有 効 で あ る と い う 利 点 が あ る 。
【 実 施 例 ４ 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 こ の 実 施 例 ４ は 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 前 記 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 突 出 し た 一 重 構 造 の カ テ ー
テ ル ２ 又 は バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ 又 は 二 重 構 造 カ テ ー テ ル ２ ″ の 先 端 側 が 回 転 す る の を
防 止 す る た め の ガ イ ド ３ を 備 え た 構 成 が 、 前 記 図 １ ～ 図 ２ に 示 し た 実 施 例 １ や 前 記 図 ３ ～
図 ５ に 示 し た 実 施 例 ２ や 図 ６ に 示 す 実 施 例 ３ と は 異 な り 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 実 施 例 １ や 実
施 例 ２ や 実 施 例 ３ と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ の ガ イ ド ３ は 、 透 明 又 は 不 透 明 の 合 成 樹 脂 な ど で 略 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 基 端 部 を
内 視 鏡 １ の 先 端 側 に 装 着 し 、 内 視 鏡 １ の 先 端 か ら 突 出 し た 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル ２ 又 は バ
ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ 又 は 二 重 構 造 カ テ ー テ ル ２ ″ の 先 端 側 に 形 成 さ れ る 屈 曲 部 ２ ａ や 射
出 口 ２ ｂ の 往 復 動 の 邪 魔 と な ら な い よ う に 一 部 を 開 口 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
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　 そ れ に よ り 、 二 点 点 鎖 線 に 示 す 如 く 、 こ れ ら カ テ ー テ ル ２ ， ２ ′ ， ２ ″ の 先 端 側 を ガ イ
ド ３ で 回 転 不 能 に 保 持 す れ ば 、 こ れ ら が 突 出 し た ま ま 内 視 鏡 １ を 内 視 鏡 １ で 移 動 さ せ て も
該 カ テ ー テ ル ２ ， ２ ′ ， ２ ″ の 先 端 側 が 回 転 せ ず 、 そ の 後 、 実 線 に 示 す 如 く 、 外 子 宮 口 Ｂ
へ 向 け 突 出 さ せ て 誘 導 す る 際 に 、 一 方 向 へ 保 持 し た ま ま 安 定 し た 状 態 で 導 く こ と が で き 、
射 出 口 ２ ｂ や イ ン ナ ー チ ュ ー ブ ２ ｆ の 精 液 吐 出 口 ２ ｇ を 外 子 宮 口 Ｂ 内 へ 容 易 に 挿 入 す る こ
と が で き る 。
　 従 っ て 、 図 ７ に 示 す 実 施 例 ４ は 、 カ テ ー テ ル ２ の 先 端 側 の 操 作 性 が 向 上 す る と い う 利 点
が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 尚 、 図 ６ に 示 す 実 施 例 ３ と 実 施 例 ４ で は 、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル ２ ′ の 場 合 を 図 示 し た が
、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 そ れ 以 外 の 一 重 構 造 の カ テ ー テ ル ２ や 二 重 構 造 カ テ ー テ ル ２ ″ で あ
っ て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 の 実 施 例 １ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 実 施 例 １ の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 を 用 い た 経 膣 人 工 授 精 方 法 の 一 例 を 示
す 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 工 程 順 に 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 の 実 施 例 ２ を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 （ ａ ）
は 全 体 を 示 し 、 （ ｂ ） は バ ル ー ン を 膨 ら ま せ た 状 態 を 示 し て い る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 ２ の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 を 用 い た 経 膣 人 工 授 精 方 法 の 一 例 を 示
す 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 工 程 順 に 示 し て い る 。
【 図 ５ 】 実 施 例 ２ の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 を 用 い た 経 膣 人 工 授 精 方 法 と 、 現 在 の
人 工 授 精 器 具 を 用 い た 経 膣 人 工 授 精 方 法 と の 違 い を 説 明 す る 断 面 図 で あ り 、 （ ａ ） は 実 施
例 ２ の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 で あ り 、 （ ｂ ） （ ｃ ） は 現 在 の 人 工 授 精 器 具 で あ る
。
【 図 ６ 】 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 の 実 施 例 ３ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 考 案 の イ ヌ 科 動 物 用 経 膣 人 工 授 精 器 具 の 実 施 例 ４ を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ウ シ と イ ヌ 科 動 物 の 雌 生 殖 器 の 違 い を 説 明 す る 断 面 図 で あ り 、 円 で 囲 ま れ た 断 面
図 が 同 一 縮 尺 の 犬 の 生 殖 器 で あ る 。
【 図 ９ 】 イ ヌ 科 動 物 の 雌 生 殖 器 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 イ ヌ 科 動 物 の 交 尾 時 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 Ａ 　 膣 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｂ 　 外 子 宮 口
　 Ｃ 　 子 宮 頸 膣 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｄ 　 子 宮 頸 管
　 Ｅ 　 膣 円 蓋 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ 　 ペ ニ ス
　 Ｇ 　 注 射 器 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ 　 硬 質 カ テ ー テ ル
　 Ｘ 　 経 膣 人 工 授 精 用 器 具 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 内 視 鏡
　 １ ａ 　 送 気 用 通 路 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ 　 チ ャ ン ネ ル
　 １ ｃ 　 対 物 レ ン ズ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｄ 　 ラ イ ト ガ イ ド
　 ２ 　 カ テ ー テ ル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ′ 　 バ ル ー ン カ テ ー テ ル
　 ２ ″ 　 二 重 構 造 カ テ ー テ ル 　 　 　 　 　 　 　 ２ ａ 　 屈 曲 部
　 ２ ｂ 　 射 出 口 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ｃ 　 テ ー パ ー 部
　 ２ ｄ 　 バ ル ー ン 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ｅ 　 エ ア ー 供 給 口
　 ２ ｆ 　 イ ン ナ ー チ ュ ー ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ｇ 　 精 液 吐 出 口
　 ３ 　 ガ イ ド
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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